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この論文は，情報不完備下における戦略形ゲームの  

コア戦略の関係を考察する．そこで．これまでの研究  

（IchiishiandIdzik（1996）など）では扱われなかった，提  

携外のプレイヤーの行動を考慮したペイジアンインセ  

ンチイブコンパティビィリイティー（B．Ⅰ．C．）の定義を  

し，そのもとで整合的なコア戦略の定義をおこなう．  

最後に，この論文の結論である，情報不完備下におけ  

る戦略形ゲームのコア戦略の関係を考察する．  

満たす戦略を提携∫の戦略における実現可能戦略（α－  

FS．）とする：任意の提携∫∈Nに対して，つぎのよう  

に定義する．  

叫ノ（ズ刑：＝ 監 〟ノ（∬，（打〃＼川））坤′〃＼（ノIれ  
J叫（バ∈r〃＼り）  

〈  

∀㌦＼∫α〟＼∫‥∀ノ∈∫‥∀Jノ∈rノ：∀cノむノ（Tノ）‥  

叫ノ（耳㌦＼佃）】＞卯ノ（cノガ＼坤㌦＼∫lJノ）ト   
虎：＝   ㌔∈が  

2つ目とし，β的な予測の実現可能戦略集合の考察を  

おこなう．この予測を実現可能戦略の定義に導入する  

方法は，提携外のプレイヤーがある戦略をとるとし．  

そのもとでB．Ⅰ．C．を満たす戦略を提携∫の実現可能戦  

略（β－『．S．）とする：任意の提携∫∈Nに対して，つぎ  

のように定義する．  

2 基本的聴枠組み   

Ⅳ：＝（1，2，…，乃）をプレイヤー集合とする．Ⅳの全  

ての非空な部分集合を，N（：＝2〃＼（¢））とする．各プ  

レイヤーノ∈Ⅳは，行動集合Cノ，タイプ集合アノとタ  

イプ依存型のフォンノイマン。モルゲンシュティン型  

効用函数〟ノをもつ・Cノ‥＝mノ∈∫Cノ，r∫‥＝mノ∈∫rノと  

定義する．記号の簡略化のためC：＝C〃，ア：＝r〃と記  

す・方をア上の事前確率とする．任意のプレイヤーノ  

の戦略は写像ズノ：rノ→Cjである．そこで戦時集合ガノ  

をつぎのように定義する：  

か‥＝（ズノ：rノ→Cり・  

任意の提携∫∈Nに対して，結合戦略の集合を∴が：＝  

mノ∈∫∬ノと定義する・   

実現可能戦略集合をつぎに定義する．ここで実現可  

能戦略とは，B．‡．C．を満たす戦略のみを実現可能戦略  

と考える．臥瓦．C．とは，他のプレイヤーが真のタイプに  

対して正直に行動しているときに，自分だけがタイプ  

を偽った行勒をとるインセンティプがないということ  

である．この論文では，提携外の行動も考慮した臥Ⅰ．C．  

を2つの方法で定義する．  

1つ目として，α的な予測をおこなう場合の，実現可  

能戦略集合の考察をする．どのようにその予測を実現  

可能戦略の定義に導入するかというと，提携外のプレ  

イヤーが任意の戦略をとるとし，そのもとでB．‡．C．を  

〈  

∀ノ∈∫‥∀Jノ∈rノ：∀cノむノ（rノ）： g【“ノ（㌦㌦＼叫ノ）l≧g【〟ノ（cノ，ス勲（ノ）㌦＼旬ノ）1  畔㌦＼∫）：＝   ㌔∈が  

注）F〃は南牧念とも一致する．  

3 解職念  

De瓜戚鮎m3．且（事前情報不発億αコア職略）。戦略ズ∈  

ダ〃が事前情報不完備αコア戦略であるとは，   

「∃∫∈N‥‡㌦∈増：∀㌔＼S∈∬叫ぶ：り∈∫：  

g【〟ノ（㌔，㌔＼∫）】＞和木恥  

ということである．   

De瓜戚偵①m3。2（夢前情報不完備βコア戦時）。ヱ∈F〃が  

事前情報不完備βコア戦略とは，  

「］∫∈N：∀㌔＼∫∈∬〃＼∫：が∈麟㌦＼∫）：∀ノ∈∫‥  

g【〟ノ（㌔，㌦＼∫）】＞叫ノ酬，  

ということである．  

提携外のプレイヤーにも，B．Ⅰ．C．を課した場合のコア  

戦略をつぎに定義する．  
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De丘山tiom33（事前什報不完備aコア戦時）．戦略j∈  

F〃が事前情報不完備aコア戦略であるとは，   

∀∫∈N‥扉∈増：鄭＼∫∈ギ＼∫（㌔）：］ノ∈∫：  

E【〟ノ（㌔，㌦＼∫）］くg【〟ノ酬，  

ということである．   

∫  

略  

得を与える戦略が恒等戦略に含まれるということを意  

味している．この条件はかなり強い条件である．この  

ことから，提携外のプレイヤーに，B．Ⅰ．C．を満たす行  

動のみであると予測した場合と，予測しない場合では，  

大きな違いがあることを意味している．この条件が存  

在しない場合．金言⊆C皇となる興味深い例が存在する・  

一般的には，つぎのような条件の下で，このような関  

係が成り立つ．  

Propositi叩4．2．∀∫∈N‥∀ノ∈針∩∫∫甜∫βで＼∫（㌔）≠  
¢であるならば，e≡⊆C皇．   

このことは，提携外のプレイヤーが，提携の任意の  

プレイヤーにとって最も低い利得を与える戦略がある  

ならば，提携外の行動としてB．Ⅰ．C．を満たすものだけ  

であると，提携がα的に予測すると，提携外の戦略に  

制限を与えないで，提携がβ的な予測をするよりも，  

離脱しやすいことを示している．   

この論文での最も興味深い結果はe冨がC望に含ま  

れるという事実である．この結果は，情報が完全であ  

る場合も含めて，今までのαコアβコアの関係では  

見られなかった事実である．このことは提携の予測の  

仕方に依存する結果である．   

今後の課題としては，それぞれの解について，この  

論文ではかなり強い条件で特徴付けたので，より弱い  

条件でこれらの関係を示すことが挙げられる．  

このDef．3．3は，Def．3．1とは異なり，提携のプレイ  

ヤーが離脱が考えるときに，提携外のプレイヤーは  

B．Ⅰ．C．を満たす戦略のみをとると，予測していること  

になる．ここで注意が必要なことは，提携外のプレイ  

ヤーがとることが可能な戦略集合としてβ一尺∫．を用  

いていることである．なぜβ一尺∫．を用いるかという  

と，離脱する提携は自分達が離脱戦略をとると，それ  

に対して提携外のプレイヤーは，ある戦略をとってく  

ると予測する概念であるからである．  

De丘鵬tioれ3．4（事前情報不完備βコア戦略1ズ∈F〃が  

事前情報不完備βコア戦略とは，   

∀∫∈N：甜＼∫∈が：〟∈琳㌦＼∫）：ヨノ∈∫‥  

叫ノ（㌔，㌦＼∫）】く叫ノ酬，  

ということである．   

こ？Def・3・4は，提携外のプレイヤーがとれる戦略  

集合として，α一F．∫．を用いている．なぜα－F．∫．に制  
限してるかというと，提携外のプレイヤーは，離脱す  

る提携の戦略に依存しないで，戦略をとるからである．  

それぞれのコア戦略集合を略C望，e芸，金宝と定義す  
る．定義から明らかのように，C望⊆曙層⊆金言の関  
係が成り立っている．  
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4 結果  

Pmposition4・1・1）  

∀∫∈N：∀ノ∈∫：   

し忠∫β仰）∩′d〃＼∫≠0  

であるならば，そのとき，Cg＝e冨＝唾＝金宝．  

1）．  

′d∫：＝（再見ノ〉・  

βで＼∫（㌔）‥＝（㌔＼∫∈ズ〃＼叫一ノ直′〃＼∫）】細ノ（㌔，珊：∀∫′〃＼∫∈ズ〃＼り  

－315－   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




